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豪州の「金融政策」の仕組み（オーストラリア） 

2016年4月28日 

オーストラリアの中央銀行として「金融政策」を担っているのはオーストラリア準備銀行（RBA)です。もとは、市

中銀行のオーストラリア・コモンウェルス銀行が中央銀行としての機能を果たしていましたが、1960年に設立され

たRBAがその機能を引き継ぎ、業務を開始しました。RBAの「金融政策」の目的は、法律で①通貨価値の安

定、②最大雇用の維持、③経済的繁栄と厚生の促進と定められています。 
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2016年4月22日 最近の指標から見る豪州経済（2016年4月） 
2016年4月 5日 豪中銀、前回に続き政策金利を据え置き 

金融政策の目的

・通貨価値の安定

・最大雇用の維持

・経済的繁栄と厚生の促進
■RBAの政策決定会合は、総裁以下9名で行われ、

多数決で政策が決定されます。開催は、1月を除く

毎月第1火曜日と定められています。決定内容は、

当日の14時30分（日本時間の13時30分、サ

マータイムの場合は12時30分）にRBAのウェブサイ

トで公開されます。 

■オーストラリアでは、主要な物価統計の公表が、毎月

ではなく、四半期ごとに行われます。公表前後の政

策決定会合には、特に注目が集まります。 

■RBAはインフレの抑制を「金融政策」の一義的な中期目標と位置づけ、消費者物価の上昇率を年2～3％

で安定させることを明確にしました。物価上昇率を政策の目標のひとつとする政策は「インフレ・ターゲット」と呼

ばれます。 

■一般に、物価安定を図る政策手段のひとつは政策金利です。オーストラリアは、政策金利としてオフィシャル・

キャッシュレート（OCR)と呼ばれる金利が使用されます。OCRは、銀行間の資金取引に適用される翌日物

貸出金利です。 

物価の安定が「金融政策」の目標 
2～3％のインフレ率がターゲット 

資源価格の下げ止まりなどから、豪ドルは底堅い展開へ 

政策決定は1月を除く毎月 
第1火曜日の14時30分に公表 

次回の会合は、5月3日に開催されます。労働市場

が回復しながらもインフレ率が目標の下限を下回って

いるため、政策金利は引き下げられる見込みです。株

価の押し上げ要因になると考えられます。 

■次回会合は5月3日の予定、利下げの見通し ■豪ドルは底堅い展開へ 

中国経済をめぐる不透明感が払拭されるにつれて、

豪ドルの対円レートは徐々に落ち着きを取り戻してき

ました。資源価格が下げ止まってきたことなどから、豪

ドルは今後、底堅く推移する見通しです。 

金融政策の目標 
・通貨価値の安定 
・最大雇用の維持 
・経済的繁栄と 
 厚生の促進 
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